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特長!_ 

■ ノ V イクオリテイ単品設計 
■ ドルビー ^ /C NR 搭載 
■ ドルビー HX PRO 搭載 
■電子カウンター装備 

■ マニュアル録音レベル設定可能&レベルメーター付き 


ドルビーノイズ U ダクション及び HX PR 日へッドルームエクステンションはドルビーラボラト U —ズからの実施権 
に基づさ製造されています 。 HX PR 日はバングアンドオルフセンの考案です。 

ドルビー、 DOLBY . ダブル D 記号及び HX PR 日はドルビーラボラト U —ズの商標です。 


付属品 


■ご使用の前に次の付属品がそろってし、ることをお確かめ < rd さい。 

() 内の数字は数量を表わしていまず。 

♦才ーディオ用ピンコード （2) 参巧!ケーブル （1) ♦取扱説明書（本書 1) 

•保証書 （1) 



J ) 音のエチケット 

楽しい音楽ち、時間と場所によっては気になるものです。 

隣近所への配慮を十分にしましょラ。特に静かな夜間には窓を閉めたり、 
へッドホンをご使用になるのも一つの方法です。 

お互いにむを配り、快い生活環境を守りましよラ。 
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オーディオ機器の正しい使いかた_ 

才ーデイオ lug を安全にお使いいただ < r こめ、ご使用の前に必ずお読みください 


絵表示について 

この「取扱説明書」および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいたださ、 
あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表 
をしています。 

その表示と意味は次のよラになっています。内容をよく理解してから本文をお読みく 
ださい。 


この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人び死亡または重 
傷を負う可能性び想定される内容を示しています。 

この表示を無視して誤つた取り扱いをすると、人び傷害を負う可 
能性び想定される内容および物的損害のみの発生び想定される内 
容を示しています。 


A 警告 



絵表示の例 

A A 記号はミ主意（警告を含む）を促す内容びあることを告げるものです。 
_ 図の中に具体的なを意内容（左図の場合は感電注意）び描かれています。 



Q 記号は禁止の行為であることを告げるちのです。 

図の中や近傍に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）び描かれてい 
ます。 


を) 

〇 


♦記号は行為を強制したり指示する内容を告げるをのです。 

図の中や近傍に具体的な指示内容（左上図の場合は電源プラグをコンセン 
卜から抜いてください）び描かれています。 















A 警告 


■ 故障したままの使用はしない- 

♦ 万一、煙び出ている、変なにおいや音びするなどの異常状態のま 
ま使用すると、乂災•感電の原因となります。すぐに本機の電源 
プラグをコンセントから抜いて<ださい。 

煙び出なくなるのを確認して、販売店に修理を依頼してください。 

から巧いてください 


■絶巧に裏ぶた、カバーははずさない、改造しない - 

♦ 本機の裏ぶた、カバーは絶対にはずさないでください。 

内部には電圧の高い部分びあり、感電の原因となります。内部の 
点検-整備-修理は販売店に依頼して<ださい。 

♦ 本機を分 g も改造しないでください。乂災•感電の原因となります。 

■ 100 V 仪外の電圧で使用しない- 

0 #本機を使用でさるのは日本国内のみです。 

♦ 表示された電源電圧（交流1日日ボルト）外の電圧や船舶などの 
直流 (DC) 電源には絶対に接続しないでください。乂災-感電の 
原因となります。 

■放熱を巧ばない- 

0 #本機の通風孔をふさびないでください。通風孔をふさぐと内部に 
熱びこもり、乂災の原因となります。本機には内部の温度上昇を 
防ぐため、ケースの上部や底部などに通風孔びあけてあります。 
次の点に気を付けてご使用ください。 

• 本機を逆さまや横倒しにして使用しないでください。 

• 本機を、専用ラック1；(外の押し入れや本箱など風通しの悪い狭い 
所に巧し込んで使用しないでください。 

• テーブルク□スをかけたり、じゅうたん、布団の上に置いて使用 
しないで < ださい。 

• 本機を設置する場合は、壁から]日 cml；! 上の間隔をおいてくださ 
し、また、放熱をよくするために、他の機器との間は、少し離し 
て置いてください。ラックなどに入れるときは、機器の天面から 
2cml； (上、背面から己 cml； (上のすきまをあけてください。内部 
に熱びこもり、乂災の原因となります。 

■ 水のかかるところに置かない- 

♦ 風呂場では使用しないでください。乂災•感電の原因となります。 

水場での 
使用禁止 


0 水めれ ♦ 本機は屋内専用に設計されています。めらさないようにご注意く 
ださい。内部に水び入ると、乂災•感電の原因となります。 




么お 

電源プラグをコンセント 
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A 警告 


■ 水の入った容器を置かない 


0 


中に物を入れない 


0 


本機の上に巧びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品や水などの 
入った容器やルさな金属物を置かないでください。こぼれて中に 
入った場合、乂災•感電の原因となります。 


本機の通風?しカセットテープの挿入□などから金属類や燃えやす 
いちのなどを差し込んだり、落とし込んだりしないでください。乂災 • 
感電の原因となります。特にお子様のいるご家庭ではご注意くださ 
い。 


中に水や異物が入ったら 


八あ) 


万一、本機の内部に水や異物び入った場合は、すぐに本機の電源 
プラグをコンセントから抜いて販売店にご連絡ください。 


電源プラグをコンセント 
から抜いてください 


電源コードを傷つけたり、加工しない 


A 


電源コードび傷んだら（お線の露出、断線など）販売店に交換を 
ご依頼ください。 

そのまま使用すると乂災-感電の原因となります。 


0 


♦ 電源コードの上に重いものをのせたり、コードび本機の下敷にな 
らないようにしてください。コードに傷びついて、乂災•感電の 
原因となります。コードの上を敷物などで覆うことにより、それ 
に気付かず、重い物をのせてしまうことびありますので、ごを意 
<ださい。 

♦ 電源コードを傷つけたり、加工したり、無理に巧げたり、ねじっ 
たり、引っ張ったり、加熱したりしないでください。コードび破 
損して乂災-感電の原因となります。 


■ 電源コンセントにはオーディオ機器仪外接続しない 


0 


♦ 本機の電源コンセントはオーディオ機器専用です。表示された定 
格！;(内でご使用ください。表示された定格1；(上の機器やへヤード 
ライヤー-電気こたつなどの電熱器具、オーブン-レンジなどの 
調理器具は絶対に接続しないでください。乂災-感電の原因とな 
ります。 










A © 

電源プラグをコンセント 
から抜いてください 


雷び鳴りだしたら磯器に触れない 




♦ 雷び鳴りだしたら、電源プラグには触れないでください。感電の 
原因となります。 


A 注忌 


設置上の注意 


次のよつな場所に置かない 


0 


調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気び当たるよラな場所に置か 
ないでください。乂災-感電の原因となることびあります。 

湿気やほこりの多い場所に置かないでくださし、乂災-感電の原 
因となることびあります。 


接続について 


A 


本機を他のオーディオ機器やテレビ等の機器に接続する場合は、 
それぞれの機器の取扱説明書をよく読み、説明に従って接続して 
ください。また接続は指定のコードを使用してください。指定1；( 
外のコードを使用したりコードを延長したりすると、発熱し、や 
けどの原因となることびあります。 


A 警告 

■落としたり、破損した状態で使用しなし、 
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A 注忌 


■ 使用上の注意- 

♦ お子様びトレイに手を入れないようにごを意ください。けびの原因とな 
ることびあります。 


♦ 本機に乗ったり、ぶら下びったりしないでください。特にお子様にはご 
を意ください。倒れたり、こわれたりして、けびの原因となることびあ 
ります。 

♦ キャッシュカード、フ□ッピーディスクなど、磁気を利用した製品を近 
づけないでください。磁気の影響で製品び使えなくなったり、データび 
消失することびあります。 

■電源コード、電源プラグの注意- 

♦ 電源コードを熱器具に近付けないでください。コードの被覆び溶けて、 
乂災-感電の原因となることびあります。 

Q # めれた手で電源プラグを抜さ差ししないでください。感電の原因となる 
ことびあります。 

♦ 電源プラグを抜くとさは、電源コードを引っ張らないでください。コー 
ドび傷つき、乂災•感電の原因となることびあります。必ず、プラグを 
持って抜いてください。 

♦ 電源コードを束ねた状態で使用しないでください。発熱し、乂災の原因 
となることびあります。 


♦ 旅行などで長期間、本機をご使用にならないとさは、安全のため必ず電 
源プラグをコンセントから抜いてください。乂災の原因となることびあ 
ります。 

♦ 移動させる場合は、必ず電源プラグをコンセントから抜さ、機器間の接 
続コードなど外部の接続コードを外してから行ってください。コードび 
傷つさ、乂災•感電の原因となることびあります。 


を） 

電源プラグをコンセント 
から巧いてください 




指をはさまれない 
よラにを意 
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A 江忌 


■点検-工事について 


電源プラグをコンセント 
から巧いてください 


♦ お手入れの際は、安全のため電源プラグをコンセントから抜いて 
行ってください。感電の原因となることびあります。 


A 


0 

〇 


♦ 使用環境にちよりますび、2年に]回程度の機器内部の掃除をお勧 
めします。もよりの販売店にご相談ください。 

本機の内部にほこりびたまったまま、長い間掃除をしないと乂災 
や故障の原因となることびあります。特に湿気の多くなる梅雨期 
の前に行ラと、より効果的です。なお、掃除、点検費用等につい 
ても販売店にご相談ください。 

♦ 電源プラグにほこりびたまると自然発火（トラッキング現象）を 
起こすことび知られています。年に数回、定期的にプラグのほこ 
りを取り除いてください。梅雨期前び効果的です。 


♦ シンナー、アルコール や スプレー 式殺虫剤を本機にかけないでく 
ださい。塗装びはげたり変形することびあります。 


♦ 表面の巧れは、中性洗剤をうすめた液に布を浸し、固く絞ってお 
さ取ったあと、乾いた布で}式いてください。 

化学ぞうさんなどお使いになる場合は、それに添付のを意書さな 
どをお読みください。 


8 






各部の名称 


■前面八ネル 

[ Tl 表示は詳しい説明のあるページでず。 


ドルビー NR ボタン (DOLBY NR ) 巧岡闽闽 
リバースモードボタン ( REV . MODE ) [17][20]g2][28] 
オープン/ク□ーズボタン （ A ) [16][2!][28] 

フォワードプレイボタン（►〇 [17]^[33][35] 

ストップボタン （■) 圆團國 一 I 
リバースプレイボタン(イ） [ T 7]^[33][3 g — , 

レックレベルボタン (REC l _ EVEL ) 國國 [ 

カセットトレイ岡阿 

電源ボタン 

( STANDBY / ON ) 阿 



アルバムボタン ( ALBUM ) 國國國圆 
フエードボタン ( FADE ) gg[29]go][31] 

スタンバイインジケーター ( STANDBY ) 圆 

カウンターリセットボタン (COUNTER RESET ) 國 

レック/ポーズボタン （•/«) [23] [2§ [31] [33] [35] 

才ートスぺースボタン（〇) d 實] 
早送り/巻き戻しボタン（ィ 08 ]Qg 



















































































I 表示部 


リバースモード表示 
ピー クレベル表示 


> 


-レック表示 
r - ポ-ズ表示 


□□ B !! 二 〇1 _み___1_、_ !啤些國 

□□ C ； I ALBUM 卜 


ドルビー NR B / C 表示 

マルチディ文プレイ 
フオワード/リバース表示 


I FADE 


フエード表示 
アルバム表示 
CD ダビング表示 


■リモコン 

INTEC 20己シ IJ — ズ A -90 已 TX (または R -80 已 TX ) に付属の IJ モつン （ RC -4 己 6 S ) 

本機には付属していません。 

•本書では A -9 日已 TX (または R -8 日日 TX ) に付属の U モコンイラストを使って操作を説明しています 
び、 INTEC 2 日已シ U —ズのアンプまたはチューナーアンプに付属の U モコンでも操作することびで 
さます。 



リバースプレイボタン(イ） 

回國國圃 

•ストップボタン (■) 

幽閣幽 

フォワードプレイボタン (►-) 

固図國國 

-早送り/巻き戻しボタン(◄◄，►►) 

圆函 


REPEAT SCROLL 


QJ 口因因日 

PLAY MODE CLEAR •REC _ _ 

ロロ ロ因日 


REPEAT RANDOM 


LJ I_ ] LLJ QJ 占 

MEMORY CLEAR 

r ~i rn [H] [H] 


各の名称 
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カセツトテープについての注意 


■ 誤消去防止用ツメについて 

カセットには、大切に保をしておさたい貴重な録音を誤って消してしまわないように、誤消去防止用の 
ツメび付いています。 


メタルテープ判別穴 



本機はテープをセツトするだけで使用するテープ 
の種類を自動的に判別します。（オートテープセレ 
クター機能） 


誤消去を防ぐには 

ドライバーなどで 
ツメを折る。 



再び録音するには 

セ□八ンテープを貼る。 
テープの種類を判別す 
る穴をふさぐとオート 
テープセレクター機能 
は働さません。 



■ テープについて 
推奨テープ 


ノーマル ポジション 

八イポジション 

メタルポジション 

maxell UD 1 

maxell UD 2 

SONY ES 


おずすめでをないテープ 

C - 12日上のテープは薄く、機器内部のピンチ□ーラーやキヤプスタンに巻き込まれたり、切れたりし 
てトラブルを起こしやすいので、使用しないでください。また、エンドレステープも故障の原因となり 
ますので使用しないでください。 

ごを意 

テープの種類判別用穴びあいていないテープでは、正しい録音や再生びでさないことびあります。 


結露について 

本機を冷えた所から暖かい部屋に持ち込んだり、寒い部屋をス I -ーブなどで急に暖めた場合、本機 
の内部に水滴びつくことびあります。これを結露といいます。そのままでは正常に働かないばかり 
ではなく、テープびいたんだり、からみついたりして正常なテープ走行びでさなくなることびあり 
ます。結露しているおそれびある場合は、電源を入れて約]時間放置してからご使用ください。ま 
た、本機をご使用にならないときは、カセットテープを取り出しておくことをおすすめします。 
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カセツトテープについての注意 


■ テープがたるんだとさは 

テープびカセットから飛び出したり、たるんだままでセットすると、テープび機器内部のキャプスタン 
とピンチ□ーラーの間に入らず、テープを傷める原因となります。このようなとさは、図のように鉛筆 
を U —ル軸に差し込み、テープのたるみを直してください。 

テープのたるみの直しかた 



■へッドのお手入れ 

ヘッド、キャプスタン、ピンチ□ーラーはテープの走行によって巧れやすい部分です。ク U アーな音を 
楽しむために再生、録音の前にへッドを清掃するよラむびけてくださし、通常は約1日時間ごとに清掃 
して < ださい。 

清掃は市販の「湿式タイプのヘッドク U —ニングカセット」をお使いください。詳しくはヘッドク U — 
ニングカセットの取扱説明書を参照してください。 

• 乾式のク U —ニングカセットは使用しないでください。 

•清掃後は、ク IJ 一ニング液び乾くまで (2 〜3分)テープを装着しないでください。 

♦ク U —ニングのとさは必ずアンプのボ U ュームを絞っておいてください。 

■ テープの 保管に ついて 

磁気の影響を受けるところ(スピーカー、アンプ、 TV の近くなど)や、直射日光の当たるところには置か 
ないでください。また、テープに直接触れたり、ホコ U やゴミび付着しないように、使用後はカセット 
ケースに入れて保管してください。 


消磁 

•テープデッキを長時間使用するとへッドに磁気び残留し、大切な録音済みテープに雑音び入ったり、 
高音域び出なくなります。約己日時間ごとに、市販のカセットタイプのヘッドイレーサーで消磁して 
ください。消磁ち法はへッドイレーサーの取扱説明書を参照してください。 

•消磁のとさは、必ずアンプのボ U ュームを絞っておいてください。 
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接続 


■ INTEC 20 曰シリーズの A -90 曰 TX (アンプ)、 T -40 曰 TX (チューナ ー)、 C -70 曰 TX 
( CD プレーヤ ー KMD -10 日 TX ( MD レコーダー)、 CDR -20 日 TX «： D レコーダー)と 
接続する場合 

• A-9 日日 TX と T-4 日日 TX の代わりに R-8 日日 TX (チューナーアンプ）を接続することもできます。 

/ システム接続のしかた f A-9 日日 TX (または R-8 日日 TX) の取扱 1 

\ (INTEC2 日己シ U— ズの接続）_ J 1 説明書の接続の項をご覽ください。 J 

INTEC2 日己シ U —ズの組み合わせでご使用になると、次のシステム機能を使うことびできます。 

オートノくゾーイン 

本機の電源を入れると、アンプ（またはチューナーアンプ）の電源び自動的に入ります。また、本 
機を使用しないとさは、本機のみ電源を切ることびでさます。 

ごを意 

A-9 日已 TX (アンプ)と接続している場合、 A-90 已 TX の主電源スイッチ (POWER) び切 (J10FF) に 
なっていたり、各機器の接続び正しくないと才ートパワーオン機能は動作しません。才ートパワー 
オン機能を働かせる場合は、 A -9 日已 TX の主電源スイッチび入(里日 N ) になっていること、各機器 
び正しく接続されていることを確認してください。 

R-8 日日 TX と接続して、 R-8 日已 TX のエナジーセーブ機能を働かせている場合、本機の電源ボタン 
(STANDB 丫/日 N) を巧しても電源は入りません。再度電源を入れるには、 R-8 日己 TX 側の電源ボ 
タン (STAND 目 y/ON) を巧してくださし、。（詳しくは R-8 日已 TX の取扱説明書をご覽ください。） 


ダイレクトチェンジ 

本機のプレイボタン(►またはィ)を巧すとアンプ(またはチューナーアンスの入力び TAPE に切り換わ 
ります。_ 


/リモコン操作 

A -905 TX (または R -80 已 TX ) に付属の U 
モコンで本機を操作することびでさます。 


タイクー操作 

タイマー再生、タイマー録音びでさま 


CD ダビング 

CD から本機への編集録音をワンタツチで 
行なうことびでさます。また、好みの2つ 
のモードを選ぶことびでさます。_ 


f 詳し<は A -90 已 TX (または R -80 已 TX ) 、 

の取扱説明書をご覧ください。_^ 


詳し < は T -40 已 TX (または R - 80已 TX ) 

の取扱説明書のタイマー演奏と録音の項 
をご覽ください。 

V _ y 


詳しくは本取扱説明書26〜31ぺージを 
1^' 覧ください。 _ 


^ CD 、 MD 、 CDR シンク□録音 

CD 、 MD 、 CDR から本機への録音を、 CD 、 
MD 、 CDR の再生と同時に行うことびでき 
ます。_ 


I 詳しくは本取扱説明書32〜3已ぺージを 
|^ご覽くださぃ。_ _^ 


ごを意•接続びまちびっていると各機能は働さません。アンプ(またはチューナーアンプ)の取扱説明書 
の接続の項を参照しなびら、確実に接続してください。 

• システム機能については、各機器の取扱説明書もあわせてご覽ください。 

























接続 


■他の機器と接続する場合 

すべての接続び完了してか5、電源プラグをコンセントに差し込んでください。 


電源コードの接続について 

システム接続で電源コードを機器背 
面の電源コンセントに順番に接続す 
る場合は、システムの消費電力の合 
計び1 00W を超えないよラにミち意 
してください。100 W を超える場 
合は、機器背面の電源コンセントに 
は接続しないで、ご家庭の電源コン 
セントに接続してください。 
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接続 


〇アンプ（またはチューナーアンプ）との接続 

アンプ（またはチューナーアンプ）の TAPE 端テに本機を接続してください。 

• 付属の才ーディオ用ピンコード(ホ、白プラグ付きピン〕ード)を使用し、ホいプラグは ( R ) 側に白いプラ 
グは ( L ) 側に接続します。 

他機 L 端テへ…白白…本機 L 端テへ 
他機 R 端テへ…ホホ…本機 R 端テへ 


• コードのプラグはしっかりと奥まで差し込んでください。接 
続び不完全ですと、雑音や動作不良の原因となります。 

• オーディオ用ピンコードは電源コードやスピーカーコードと 
一緒に束ねると、音質低下の原因となります。 


I - 舌 し込み不完全 



^^奥まで差し込んでくださし、 


© RI ケーブルの接続 

RI 端テ付きオンキヨー製品と、本機に付属の RI ケーブルを使って、 RI 端テどうしを接続してください。 

• RI 端子は、 RI 端テ付きオンキヨー製品と組み合わせた場合のみ使用できます。 RI 端テ付きオンキ 
ヨー製品外とは接続しないでください。故障の原因となります。 

• RI 端テの上下2つの端テの働きは同じです。どちらにでもつなげます。 

• RI 端テの接続だけではシステムとして働さません。オーディオ用ピンコードち正しく接続してください。 


0本機の電源コンセントについて 

オーディオ機器の電源プラグを差し込むことびでさます。 

ごを意 

—**— »^ 

• 本機のスイッチ非連動コンセント溶量合計1日日 W 1； (下)は常時通電しています。 容量を越える機器は 

絶対に接続しないでください。 

•他機の電源コードの白いラインなど目印側を本機の電源コンセントの広いち （® マーク側）に合わせ 
て < ださい。 


©電源コードをつなぐ 

電源コードのプラグをコンセントに差し込みます。 

" STAND 目 y " インジケーターび点灯します。 

玲 

よりよい音で聞いていただくために 

本機の電源コードは極性の管理びされています。電源コードの片側に白線の入っている側を家庭用電源 
コンセントの溝の長いちに合わせて差し込んでください。 















テープを聞 < 


INTEC20 己シ U— ズの A- 905 TX (または R- 805 TX) と組み合わせた場合、 A-905TX (または R- 
805TX) に付属のリモコン （RC-4 已目 S) を使って操作ずることもできまず。 


ク 3 



RC -456 S 



5 4 5 


U モコンのボタンは で表示しています。 


の STANDBY/ON 


電源を入れる 



スタンバイインジケーター （ STANDBY ) わく 
消灯します。 


2 



テープ面を奥側にして、再生 
する側を上向きにのせる。 


カセツトを入れる 


オープン/ク□ーズボタン （ A ) を押して力 
セットトレイを開さます。 

•カセットはテープ面を奥側にして、再生する 
側 （►) を上向きにのせます。 

•オープン/ク□ーズボタンを押してカセット 
トレイを閉じます。トレイを軽く押して閉じ 
ることちでさます。 

ごを意 

•カセットをのせるち向をまちびえないよラに 
して < ださい。 

• トレイを閉じるとさに指をはさまないように 
ごを意ください。 
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テープを聞 < 


3 


DOLBY NR 


□ns または nnc 


ドルビー NR のタイプを選ぶ 


ごを意 

再生するテープの録音時の設定に合わせてくだ 
さい。詳しくは、「ドルビー NR について」 
に日ぺージ）を参照してください。 


4 


REV. MODE 


または 


リバースモードを選ぶ 

二:片面を再生して停止します。 

〇 :両面をくり返し、8往復再生して 
停止します。 

•詳しくは、「1」バースモードについて」 CO 
ページ）を参照してください。 


5 


再生を始める 

再生したいち向のプレイボタン (►) を巧しま 
す。 






リバース フオワード 

本機 



•スタンバイ状態からプレイボタンを巧すと電 
源び入り再生を始めます。 

• A -905 TX (または R -8 日日 TX ) とシステム接続 
してし、る場合、 A -90 已 TX (または R -80 己 TX ) 
の電源を入ります。 

一*^**% 

ごを意 

A -90 已 TX (または R -80 己 TX ) の音量わ'くをまじ） 
大さくなりすざないよラに音量調整ツマミの位 
置を確認してください。 


V= 


r 























テープを聞 < 


■ 



RC-4 已 6S 


じ 


STANDBY/ON GRAPHIC EQ 

& CLOCK SLEEP EFFECT MODE 

(On □ □ □ 

PRESET TUNER INPUT 


IT -1 口 ！…] T AM Til ~1 

「レ] Lr 〕 巳 ■_ ，: 


1 PAUSE/STEP DVD 

で iTijlirrij hj 回 ! 

ft 〕 口因因司 

PU MODE CLEAR ■REC | 


REPEAT RANDOM C D 

ロロ因因回 1 



U モコンのボタンは で表示しています。 


■ 再生を中止する 


本機 


■早送り、巻き戻しをずる 

•停止中に►►ボタンまたは◄◄ボタンを押 
すと、それぞれちち向または左ち向に早送り 
します。 

•途中で停止させたいとさは、ストップボタン 
を巧して < ださい。 




再生中にストップボタン （■) を押すと、再生 
び停止します。 


U モコン 
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テープを聞 < 


■前後の巧の頭出しをずる 

り列） 一 一 

再生中に2巧前の巧を選ぶときは3回押す一 !" -I 

フォワード再生中 (►) U バース再生中（ィ) 



本機 U モコン 

a 数 +] 回押す 

再生中に2曲後の曲を選ぶとさは2回巧す 
フォワード再生中 (►) 


本機 U モコン 

曲数 + ] 回押す 


U バース再生中 (◄) 



曲数の数だけ巧す 


曲数の数だけ巧す 



• 再生中に►►ボタンまたはイイボタンを巧すと、巧と曲の間の無音部分を探すことにより、巧の頭 
出しびでさます。前後最大]己巧まで頭出し選 a でさます。 

• 飛び越し選®中は飛び越し a 数を表示し、曲間を検出するごとにカウントダウンします。 

一** 

ごを意 

—**— »^ 

頭出し選 a は、 a と a の間の無音部分（已秒上）を検出して動作します。したびって、次のような 
テープでは正常に動作しないことびあります。 

• 曲間に已秒！;(上の無音部分びないテープ 
• 会話などで音び途切れているテープ 

• 巧間と間違えるほどの極端にレベルの低い部分のあるテープ（短い静かな部分のあとに大さな音びあ 
る場合など） 

• フエードイン、フエードアウト録音したテープ 
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•再生の場合は、8往復くり返しま 
す。 

•録音の場合は、1往復して停止し 
ます。 


•再生の場合は、8往復くり返しま 
す。 

• 録音の場合は、巨面のみ録音して停 
止します。 



B 面から走行 





◄ - 




恆^ 


テープを聞< 


■ドルビー NR について 

ドルビー NR (ノイズリダクション）システム 

テープを再生すると、ヒスノイズ(ヴーという雑音)び出ます。ドルビー N 刊ま、このノイズを低減する 
システムです。 

本機は、ドルビー NR の B タイプと C タイプを搭載しています。 

• ドルビー NRB タイプは、一般用として広く定着しています。 

• ドルビー NRC タイプは、広ダイナミックレンジ化の要巧に対して開発され、巨タイプに比べさらに 
大さな雑音低減効果びあります。 

ドルビー HX PRO 

ドルビー HX PR 日は、音楽信号の中の高域成分に応じて録音バイアス電流を常に最適値にコント□一 
ルするシステムです。このシステムによって高域のダイナミックレンジび伸張され、高域成分の多いデ 
ジタルソースでもすばらしし嚇音びできます。この効果はドルビー NR の設定に関係なく得られます。 

■ リバースモードについて（カセットテープの上側を A 面としています。） 


A 面から走行 ストップ 



^反転- ^反転 
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録音する 




あなたび録音したものは、個人として楽しむほかは著作権法上、権利者に無断で使用でさません。 


ごを意 

• 録音用テープは誤消去防止用ツメび折れていないちのを使用してください。また、 U —ダーテープ部 
(録音でさない部分）は卷さ取っておいてください。 

• 録音前に、アンプ（またはチューナーアンプ）との接続と設定を確認してください。（詳しくは、ア 
ンプ（またはチューナーアンプ）の取扱説明書をご覧ください。） 





ONKYO STEREO CASSETTE TAPE DECK 

□□ [。化 BY B.C NR HX PRO 

c 

3 醫 

CASSETTE LOADIN( 

3 MECHANISM 

の STANDBY/ON 

f| i) ALBUM TREC LEVELA 

lUJ O DO 

OSTWDBY の。剛…白 m 画 R RESET 

O ◎ i 

- I 小 

6 ◎ ◎ ◎ 



テープ面を奥側にして、録音 
する側を上向きにのせる。 



カセツトを入れる 


オープン/ク□ーズボタン （ A ) を押して力 
セットトレイを開さます。 

•カセットはテープ面を奥側にして、録音する 
側を上向きにのせます。 

•オープン/ク□ーズボタンを押してカセット 
トレイを閉じます。トレイを軽く押して閉じ 
ることちでさます。 

一*% 

ごを意 

•カセットをのせるち向をまちびえないよラに 
してください。 

• トレイを閉じるとさに指をはさまないように 
ごを意ください。 
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録音する 


2 


ON1 

KYO STEREO CASSE 

■TTE TAPE DECK □〔 

]| DC"" 側 … PRO 

] 





CASSETTE LOADING MECHANISM 



REV. MODE 

(!) STANDBY/ON 







II II © 


00 

- 

- 1 

- 


〇 STANDBY CD DUBBING 

◎ 


00066 

K-505TX 


3 


2 


DOLBY NR 



nnB または nnc 


ドルビー NR を選ぶ 

原音に忠実な再生をするために、録音時のドル 
ビー NR のタイプをメモしておくと便利です。 
詳しくは、「ドルビー NR について」に日ぺ一 
ジ）を参照してください。 


3 


REV. MODE 



リバースモードを選ぶ 

•詳しくは、「1」バースモードについて」に日 
ページ）を参照してください。 


22 























































録音する 



4 




カウンターをリセットする 


5録音ソースを再生する 


アンプ（またはチューナーアンプ）を操作して 
録音するソースの演奏を始めます。 


6 




録音待機状態にする 


本機のレック/ポーズボタン(•/ II )を押し 
て、録音待機状態にします。 

C -70 己 TX から録音する場合は、 「 CD シンク □ 
録音について」 （32 ぺージ）を参照してくださ 
い。 





















































録音する 



7 


8 


RC -4 已 6 S 



8 


U モコンのボタンは で表示しています。 


7 




▼ REC LEVEL ▲ 



R 


録音レベルを調整する 

録音レべ>1レは録音するソースや音楽により異な 
ります。本機では一番大きな音のときにピーク 
レベル表示の末端び、メタルテープでは下から 
2つ目の ホび、 八イやノーマルテープでは下か 
ら]つ目の赤び時々点灯するよラにレックレべ 
ルボタンで調整してください。を押すと 
録音レベルび高くなり、を押すと録音レ 
ベルび低くなります。 


▲ボタンまたは▼ボタンを押すとカウンター部分に内蔵ボ U ュームのレべ!レび2ケタの数字で表示され 
ますので、録音時の目安にしてください。また、▲ボタンと▼ボタンを同時に2秒！;(上巧すことによ 
り、録音レベルを素早くさげる （00 にする）ことびでさます。一度録音したテープを消去すると 
さに便利です。 


• ピークレベル表示はピークホールド機能を持っていますのでレベルのピーク値び約2秒間保持さ 
れます。この間にピーク値を確認してください。 


一^ 
ごを意 


設定後に電源プラグを抜くと、録音レベルは初期値に日）に戻ります。 


S 

本機 



録音を始める 

ごを意 

U バースち 向から録音する場合 、 U バースモー 
ドび"こ 3" となっていてを片面のみの録音と 
なります。 


U モコン 
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録音する 


■ 



RC-4 已 6S 


STANDBY/ ON GRAPHIC EQ 

U CLOCK SLEEP EFFECT MODE 

(O ロ ロロ ロ 

PRESET TUNER INPUT 

1 1 — 1 1 > 1 1 FM 1 1 AM 1 1 1 1 

1 回因因円因 1 

[FH w rni 

STEP DVD 

TEl 

ロロ因 [ 

n 日 1 

PLAY MODE CLEAR SREC 

ロロ ロ [ 

3 因 1 

ロロ 因!: 

〕日 i 


■ 


■録音を一時停止する 


〇 



録音を再開するには、►または◄ボタンを 
押して < ださい。 


録音中にレック/ポーズボタン(• XII )を巧 
すと、録音び一時停止します。 

オー トス ペースについて 
録音中または録音待機中にオートスペースボタ 
ン（〇)を押すと、►表示び点滅しなびら約己 
秒間の無音部分を作ったあと録音待機状態にな 
ります。己秒！;(上の無音部分を作りたいとさは 
押し続けてください。已秒じ(下にしたいとさ 
は、►表示び点滅中にレック/ポーズボタン 
を押して < ださい。 


■録音を中止ずる 


、 

録音中にストップボタン （■) を押すと、録音 


■K 


% 

び停止します。 


な 

本機 


八 

U モコン 











































































CD ダビング（システム操作) 


■ CD ダビングについて 

CD からテープに録音するとき、本機を INTEC2 日日シ U- ズの A-9 日已 TX (アンプ)または R-8 日日 TX 
(チユーナーアンプ)、 C -7 日日 TX に D プレーヤ ー) と組み合わせると、次のような操作を自動的に行います。 

• CD のピークレベルを検出して録音レベルを自動設定 
• テープの巻さ戻し 

• A/B 両面へのテープ編集 


CD ダビングには次のモードびあります。 

モード 

目的 

アルバム CD ダビング 

途切れる巧を削除して B 面に録音し直します。 

(28 〜29 ぺージ） 


フェードアウト CD ダビング 

A 面の最後に途切れる巧にフエードアウトをかけて目 

(28 〜29 ぺージ） 

面に録音し直します。 


コンテイニアス （連続 ） CD ダビング 

2 枚上の CD を使った編集テープを作ります。 

(30 ぺージ） 


巻き戻ししない CD ダビング 

テープの途中から編集テープを作ります。 

(31 ぺージ） 
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CD ダビング（システム操作) 


ごを意 

• 操作前にあらかじめ接続の確認をしてください。 RI ケーブルとオーディオ用ピンコードび正しく接 
続されていない場合、 CD ダビング操作はでさません。 

• 詳しくは、 A -905 TX (アンプ）または R -8 日日 TX (チューナーアンプ）の「接続」の項をご覽くだ 
さい。 


編集動作 

A 面で最後まで録音でさなかった巧を消去し、改めて目面の]曲目として録音します。 
B 面で最後まで録音でさなかった巧ち消去されます。 


録音方向 


A 面 


消去されます 


1 


2 


3 






己 

4 

3 


消去されます 


B 面 


録音方向 


A 面で最後まで録音でさなかった曲を途中でフェードアウト（徐々に音量をルさくし）し、改めて巨面 
の]曲目として録音します。 

B 面で最後まで録音できなかった巧もフェードアウトされます。 

録音方向 ^ 






フエ 

-ドアウト 

1 


2 

3 \ 







\ 日 

4 

3 


フエードアウト 


B 面 


録音方向 



本機または C -7 日己 TX のストップボタン （■) を押して編集動作を止め、 CD を入れ替えて本機の CD ダ 
ビングボタン (CD DUBBING ) を押すと、再び CD ダビングびスタートします。このとさ、巻さ戻し 
はしません。 


レック/ポーズボタン (•/ ID を押してから CD ダビングボタンを押すと、テープの巻さ戻しをせず 
に CD ダビングびスタートします。 
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CD ダビング（システム操作) 


■アルバム/フエードアウト CD ダビング 



2 

3 


夕 


カセツトを入れる 

手順1から3につい口ま「録音する」のに] 
〜22ページ）をごらんください。 

ごを意 

カセツトをのせるち向をまちびわないよラにご 
ミ主意 < ださい。 


ドルビー NR のタイプを選ぶ 


nnB または nnc 


3 

REV . MODE 

リバースモードを選ぶ 



% 

または 



< - 
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CD ダビング（システム操作) 


4 


録音したい CD を入れる 


C -705 TX レーベル面を上に 


▲ 


=处 





C-7 日日 TX 側で録音したい巧をメモ U — してお 
<と、メモ U —巧だけの CD ダビングびでさま 
す。（詳しくは、 C -7 日己 TX の取扱説明書の 
「予約演奏をする（メモ U —演奏）」の項を参 
照してください。） 


5 


ALBUM 



FADt^、, 


CD ダビングを始める 

アルバムボタン ( ALBUM ) またはフェードボ 
タン ( FADE ) を巧します。 

•アルバムボタンまたはフェードボタンを押す 
とテープは片側ち向へ巻さ戻しを始めます。 
同時に C -7 日已 TX はディスク全体を高速で演 
奏して、演奏レベルの最を高いところを探し 
ます。この両方の動作び完了したのち、本機 
は U —ダーテープ部（テープの両端にある透 
明な録音でさない部分）を避けるため、 A/B 
両面の初めの1日秒間は無音部分を作ります。 
本機や CD プレーヤーびこの動作を終えるま 
で、どのボタンちさわらないで<ださい。 


録音レベルは自動的に設定されますび、▲ボタンまたは▼ボタンでさらにお好みの録音レベルに調 
節できます。 CD ダビングを開始したときに、▲ボタンまたは▼ボタンを押すと自動設定されたと 
ころが日 で表示され、一6から6の間で調整でさます。 

CD ダビングを止めるには 

本機または C -7 日已 TX のストップボタン （■) を押します。 


ご注意 

• CD やテープび正しくセットされていないとき、または本機と C -7 日己 TX び停止状態でないときは、 
CD ダビング表示び点滅し、編集はスタートしません。 

•] 曲の長さびテープの片面に収まらない場合、その曲は消去されず、 A 面から巨面にそのまま続けて録 
音されます。 

• フェードアウトは U —ダーテープ部分によって、完全に録音できない場合びあります。 

• テープ終端の余りび約3日秒！; TF の場合、録音でさません。 
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CD ダビング（システム操作) 


■コンティニアス（連続） CD ダビング 


ONKYO STEREO CASSETTE TAPE DECK DOLBY B-c HR HXPHO 

] 


DOLBY NR 

CASSETTE LOADING MECHANISM 



◎ 

6 

(!) STANDBY/ON 

II II 每 

y - ^ TREC LEVELA 

DD 

- 



- 

O STANDBY CD DUBBIN< 

G- 

◎ ◎ ◎ 

6 6 

K-505TX 

1 1 

1 

1 


3 


ごを意 

テープに続けて録音でさる残量びあることを確認して操作してください。 



CD ダビングを止める 


本機または C -7 日己 TX の編集動作を止めます。 

一- 

ごを意 

停止後は本機の操作をしないでください。本機 
側の操作をすると、 CD ダビング状態び解除さ 
れます。 


2 C -705 TX 



レーベル面を上に 



CD を入れ換える 


3 


ALBUM 



CD ダビングを再開する 


アルバムボタン ( ALBUM ) またはフェード 
ボタン ( FADE ) を押します。 

CD プレーヤーは入れ替えたディスクのピーク 
レベルを検出します。この場合テープは卷さ戻 
ししません。 

その後、本機はダビングを再開します。 
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CD ダビング（システム操作) 


■巻き戻ししない CD ダビング 



3 


2 


7 CD ダビングの準備をずる 

• カセツトを入れる 
• ドルビー NR のタイプを選ぶ 
• U バースモードを選ぶ 
• 録音したい CD をセツトする 


本機を録音待機状態にする 

レック/ポーズボタン (•/ID を押します。 

録音面を切り換えるには 

レック/ポーズボタンを押しなびら、プレイボ 
タン（►または ◄) を押します。 


3 

ALBUM 

CD ダビングを始める 



アルバムボタン ( ALBUM ) またはフェードボ 


CD DUBBii % 

1 

タン ( FADE ) を巧します。 


© 

テープは卷さ戻しをせず、約日砂間の無音部分 


岭\ 

FADL 、、 ク 

を作り、録音を始めます。 






詳しくは、「アルバム/フエードアウト CD ダ 
ビング」 （28 〜29ページ）をご覧くださ 
い。 
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シンク□録音（システム操作) 


■CD シンク□録音について 

•本機を INTEC 2 日日シ1」ーズの A -9 日已 TX (または R -8 日日 TX ) 、 C -705 TX (または CDR - 
205 TX ) と RI ケーブルで接続した場合、録音待機状態にしてから CD の演奏を始めるだけで自動的 
に本機の録音も始まります。 

• ライブ盤やクラッシックなどの CD でテープの片面に録音しきれないような長い曲などはシンク□録 
音してください。 


3 



4 3 


1 録音準備をする 

•カセットを入れる ~ 

• ドルビー NR のタイプを選ぶ 詳しくは「録音する」の手順 I 〜4 (2 1〜23 

• I 」バースモードを選ぶ ぺージ）を参照してください。 

• カウンターを U セットする _ 

• 録音したい CD をセツトする 


2 

C-705TX 




CD の演奏を始める 


プレイボタン (►) を押します。 

嚷 

C -705 TX (または CDR -20 己 TX ) 俱りで録音 
したい曲をメモ U — してお<と、メモ U —曲だ 
けの CD シンク□録音びできます。（詳しくは 
C -705 TX (または CDR -20 己 TX ) の取扱説 
明書を参照してください。） 
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シンク□録音（システム操作) 


3 



み，、； 


い 




録音待機状態にする 

レック/ポーズボタン(•//||)を押しなびら 
プレイボタン（►または ◄) を巧してテープ 
の走行ち向を決めます。 

一**-^^ 

ごを意 

◄方向から録音する場合、 U バースモードび 
"こ y となっていても片面のみの録音となり 
ます。 


4 


▼ REC LEVEL 



録音レベルを調整ずる 

詳しくは「録音する」の手順7 (24 ページ） 
を参照してください。 


5 


C-705TX 



再度プレイボタンを巧す 




再度演奏を始める 

ストップボタン （■) を押し、ちう一度最初か 
ら CD の演奏を始めてください。録音び始まり 
ます。 


CD シンク□録音をやめるには 

C -705 TX (または CDR -20 己 TX ) と本機の 
ストップボタン （■) を押します。 
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シンク□録音（システム操作) 


■MD シンク□録音について 

• 本機を INTEC2 日日シ IJ— ズの A-9 日日 TX (または R-8 日日 TX) と MD-1 日日 TX を RI ケーブルで接続 
した場合、本機を録音待機状態にしてから MD の再生を始めるだけで自動的に本機の録音も始まりま 
す。 

• ライブ盤やクラッシックなどの MD でテープの片面に録音しきれないような長い曲や、テープの途中 
から録音したいときなどはシンク□録音してください。 


I 





ONKYO STEREO CASSETTE TAPE DECK DQLflYB-c HR HXPRO| 



。。5。 

REV. MODE 

◎ 

CASSETTE LOADING MECHANISM 


と 

f| =i\ ALBUM … EC L 

口 ◎ 岡 

1 f 

一 

■ 


〇 STANDBY CD DUBBING CDiIfFT 

© 《 

n 

16 6 6 

K-505TX 

1 1 


1 1 


4 3 


1 録音準備をする 

•カセットを入れる ~ 

• ドルビー NR のタイプを選ぶ 詳しくは「録音する」の手順I〜4 (21-23 

• U パ'-スモードを選ぶ ぺージ）を参照してください。 

•カウンターを U セットする一 
• 録音したい MD をセツトする 


2 


MD の再生を始める 


MD -105 TX 



プレイ/ポーズボタン(►/II)を押します。 


MD-1 日已 TX 側で録音したい巧をメモ U — して 
おくと、メモ U —巧だけの MD シンク□録音び 
でさます。（詳しくは MD-1 日己 TX の取扱説明 
書「予約再生をする（メモ U —再生）」の項を 
を参照して < ださい。） 
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シンク□録音（システム操作) 



録音待機状態にずる 

レック/ポーズボタン (•/II) を巧しなびら 
プレイボタン（►または ◄) を巧してテープ 
の走行ち向をミ夫めます。 

ご注意 

◄方向から録音する場合、 U バースモードび 
"こ y となっていてち片面のみの録音となり 
ます。 


4 


▼ REC LEVEL ▲ 



録音レベルを調整する 

詳しくは「録音する」の手順7に4ぺージ) 
を参照して < ださい。 


5 



再度プレイ/ポーズボタンを巧す 


■ 

►/II 


— 


再度演奏を始める 


ストップボタン （■) を押し、ちラー度最初か 
ら MD の再生を始めてください。録音び始まり 
ます。 


MD シンク□録音をやめるには 

MD-1 日日 TX と本機のストップボタン ) を 
押します。 
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故障？と思った 5 


まず下の表で点検してみてください。接続した他機に原因びある場合もあります。他機の取 
扱説明書ら参照しなび5あわせてご確認ください。 

表や他機の取扱説明書で点検しても正常に動作しないときは、電源プラグをコンセントから 
抜き、お買い上げ店、または当社サービスステーションまでご連絡ください。その際に「お 
名前」「おところ」「電話番号」「製品名 K - 己日日 TX 」 と「故障または異常の内容」をでき 
るだけ詳しくお知らせください。 

症状 


原因 

処置 

電源び入らない。 

•電源プラグの差し込みび不完全 
になっている。 

• R -8 日己 TX のエナジーセーブ機 
能び働いている。 ( R -805 TX 
と接続している場合） 

•電源プラグを電源コンセント 
に確実に差し込み直してくだ 
さい。 （14 ぺージ参照） 

• R -8 日己 TX の電源ボタン 
( STAND 巨 y / ON ) を}甲して 
ください。本機の電源び入り 
ます。 

録音操作をしてち動作しない。 

•カセットテープの誤消去防止用 
ツメび折られている。 

•誤消去防止用ツメの部分にセ 
□八ンテープを貼ってくださ 
し、。 （1] ぺージ参照） 

音びかすれたり、左ちの音のバ 
ランスびくずれる。 

•へッドにゴミび付着している。 

•へッドを清掃してください。 

(1 2ぺージ参照） 


•テープび片伸びしている。 

•テープを交換してください。 

ヴーヴーと雑音び多い。 

•へッドび磁化されている。 

•消磁してください。 （12 ペー 
ジ参照） 


•雑音の多いテープを使用してい 
る 0 

•テープを交換してください。 

音びひずむ。 

•録音したテープにひずみびあ 
る 0 

•録音したテープ自体のひずみ 
でないか別のテープと替えて 
テストしてみて < ださい。 


•録音レベルび高すざる。 

•録音のとさレべ>1レ調整にごを 
意ください。 （24 ページ参照） 

再生時にブーンという八ム音び 
入る。 

•接続コードの差し込み不完全。 

•確実に接続し直してくださ 
し、。 （14 ぺージ参照） 


•外部(テレビ等）からの誘導雑 
音。 

•雑音源（テレビ等）より離し 
てください。または雑音源の 
電源を切ってください。 

音びワウワウとラなったり、音 
飛びびおこる。 

•ヘッド、ピンチ□ーラー、キヤ 
プスタンの巧れ。 

•清掃してください。 （12 ペー 
ジ参照） 


•テープび段付さになっていて堅 
く巻かれている。 

•早送りで巻さ直してくださ 
い。 

高音び強調される。 

•ドルビー NR を使用して録音し 
ているテープをドルビー NR を 
使用せずに再生している。 

•ドルビー NR 巨、または NRC 
にして再生してください。 

(2 日ぺージ参照） 

















故障？と思った5 




症状 

原因 

処置 


高音び出ない。 

•へッドび巧れている。 

•へッドを清掃してください。 

(1 2ぺージ参照） 


• ドルビー NR を使用せずに録音 

• ドルビー NR を使用せずに再生 


したテープをドルビー NR 巨ま 

してください。 （2 日ページ参 


たは NR C で再生している。 

吗） 

選曲びでさない。 

•テープの無音部分び短いか、ノ 
イズび多くて選曲でさない。 

•(19ぺージ参照） 


本機はマイク□コンピューターにより高度な機能を実現していますび、ごくまれに外部からの雑音 
や妨害ノイズ、また静電気の影響によって誤動作する場合びあります。そのよラなとさは、電源プ 
ラグを抜いて約已秒後に改めて電源プラグを入れてください。 


ごミ主意 製品の故障により正常に録音びできなかったことによって生じた損害 （CD のレンタル料等） 
については保証いたしかねます。大事な録音をするときには、あらかじめ正しく録音できるこ 
とを確認の上、録音いたださますようお願いいたします。 
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主な仕様 


型 式 

トラック型式 
録音方法 
消去方法 
テープ 速度 
ワウ.フラッタ— 
周波数特性 


S N 比： 


入カジャック 
最大入力感度 
入カインピーダンス 
出カジャック 
基準出力 
負荷インピーダンス 
モーター 
へ ッド 

電 源 

消費電力 
待機時電力 
外お寸法 
(幅 X 高さ X 奥行） 
質 量 


ステレオカセットテープデッキドルビー NR システム内蔵 

4トラック2チヤンネルステレオ 

AC バイアス 

AC 消去 

4.8cin/sec 

0. 1 % (WRMS) + 0.2%W PEAK 
3日〜] 3000Hz ± 3d 巨※ ノーマ J レ 
3日〜] 4000Hz ± 3服※八イ 
3日〜]已日日日 Hz ± 3d 巨※メタル 
已 4d 日 （30/oTHD レベル、メタル、ドルビー NR 日 UT) 
BtypeIN で]日犯 (5 kHz ) 向上 
Ctype IN で2日 d 巨 (5 kHz ) 向上 
2 

8日 mV 
已 OkO 
2 

已〇 OmV 
已日 kCUU 上 

DC ヴーボモーター]個 
八ードパーマ□イヘッド]個（録音、再生） 

フェライトヘッド]個（消去） 

AC100V . 已 0/60 HZ 
1 1 W (電気用品安全法技術基準） 

6.2W 

20己 X 76 X 273mm 


2.6kg 


《印は(社)電子情報技術産業協会 (J 曰 TA) (旧(社）曰本電子機械工業会 (EIAJ)) 規格に定められ 
た測定ち法によります。 

仕様および外観は性能向上のため予告なく変更することびあります。 
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修理について 


■保証書 

この製品には保証書を別途添付していますので、お 
買い上げの際にお受け取りください。 

所定事項の記入および記載内容をご確認いただき、 
大切に保管してください。 

保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

■調子が悪いときは 

意外な操作ミスび故障と思われています。 

この取扱説明書をちラー度よくお読みいたださ、お 
調べください。本機！;(外の原因も考えられます。ご 
使用の他のオーディオ製品もあわせてお調べくださ 
い。それでちなお異常のあるとさは、必ず電源プラ 
グを抜いてから修理を依頼してください。 

■保証期間中の修理は 

万一、故障や異常び生じたとさは、商品と保証書をご 
持参ご提示のうえ、お買い上げの販売店または、当社 
ヴービスステーシヨンにご依頼ください。詳細は保証 
書をご覽ください。 


■ 修理を依頼されるとさは 

「おところ」「お名前」「電話番号」「製品名 （K- 
已〇己 TX)」 「故障または異常の内容」をでさるだけ 
詳しくお買い上げ店、または当社サービスステー 
ションまでご連絡ください。 

■ 保証期間経過後の修理は 

お買い上げ店、または当社サービスステーションに 
ご相談<ださい。修理によって機能び維持でさる場 
合はお客様のご要望により有料修理致します。 

■ 補修用性能部品の保有期間について 

当社では、本機の補修用性能部品を製造打ち切り 
後、最低8年間保有しています。この期間は経済産 
業省の指導によるものです。性能部品とは、その製 
品の機能を維持するために必要な部品です。保有 
期間経過後でち、故障箇所によっては修理可能の場 
合びありますのでお買い上げ店、または当社ヴービ 
スステーションにご相談ください。 


ご購入されたとさにご記入ください。 

サービスを依頼されるとさなどに、お役に立ちます。 

ご購入年月日： 年月 曰 

ご購入店名：_ 

Tel . ( ) _ 

メモ： 
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オンキヨーご相談富 □ 鼓を富□のご案内 


オンキヨー製品についてのご購入相談はお近くの販売店へ、修理については、お買い求めの販売店へご依頼ください。 
万一お困りの場合には、下記の窓口へご相談くださるよラお願いいたします。 

お 客様ご相談窓 □ _ 

カスタマーセンター受付 9:30 〜 17:30 (±曰祝、弊社休日除く） 

■ カタログのご請ホ、製品についてのご相談 

* e-mail : customer@onkyo.co.jp * FAX : 072-831-8124 

*TEL :ナビダイヤル 0 己 70-01-81 11 (全国どこからでも市内料金で通話いただけます） 

または 072-831-8] ]] (携帯電話、 PHS から)へどうぞ。 

〒己 72-8 己 40 大阪府寝屋 J II 市日新町 2-1 


オンキヨー 製品情報、 ユーザー 登録 ホームぺージへ - ► http :// www . onkyo . co.jp 


快適な才ーディオライフをお手伝い。ネットショップへ- ► http :// www . e - onkyo.com 


修理窓 □ 

修理のご依頼は取扱説明書の「故障？と思ったら」の項目をご確認のラえご依頼ください。転居されたり、贈物でいた 
だいたちのの故障でお困りの場合は、下記へご相談ください。 


札幌サービスステーション 
仙台サービスステーション 
宇都宮サービスステーション 
大宜サービスステーション 
東京ヴービスセンター 
八王テサービスステーション 
横ミ兵サービスステーション 
名ち屋ヴービスステーション 
大阪サービスセンター 
広島サービスステーション 
高松サービスステーション 
福岡ヴ ー ビスステ ー シヨン 


TEL 011 -747-6612 FAX 011 -747-6619 

干 001 -0028 札幌市化区：!ヒ 28 条西己- 1-28 I シン化 28 条ビル 

TEL 022-297-0571 FAX 022-2 己 7-7330 

干 984-0051 仙台市若林区新寺 4-9-5 第二丸昌ビル 1 F 

TEL 028 -634-4307 FAX 028-634-4308 

干 320-0831 栃木県宇都宮市新町 2-7-7 

TEL 048-651-8612 FAX 048-651-9137 

干 330-0034 埼玉県大宮市±呂町 2-29-2 高安ビル 1 F 

TEL 03-3861-8121 FAX 03-3861-8124 

干 11 1-00 己 4 東京都台東区鳥越 1-2-3 八マスエビル 

TEL 0426 -32-8030 FAX 0426 -32-8040 

干 1 92-0914 東京都ノ V 王テ市片倉町 358 番地 

TEL 04 己- 322-9342 FAX 04 己- 31 2-6603 

干 220 -0072 横お市西区浅間町 1-1 3 共益ビル己 F 

TEL 052-772-1 229 FAX 052-772-1331 

干 4 目日- 0013 名ち屋市名東区社口 1T 目 1001 番 

TEL 06-6 己 76-7620 FAX 06-6 己 76-7604 

干日 52-00 13 大阪市港区福崎 2T 目 1 番地 49 号 

TEL 082 -262-33 1 己 FAX 082-2 目 2-6 己 71 

干 732-0057 広島市東区二葉の里 2-8-28 

TEL 087-868 -己 662 FAX 087-8 目 8 -己 672 

干 7 目 0-0079 高松市松縄町 44-8 西原ビル 1F 

TEL 092-418-1 357 FAX 092-4 1 8- 13 已 8 

干 81 2-000 目福岡市博を区上半田 3-8- 19 みなみビル 202 


2001 年 3 月現在お客様相談窓□、修理窓口の名称、住所、電話番号は変更になることびござしなすのでご了承くださし、。 


ONKYO 

71：/^3-觀£1貪紅 

本社大阪府寝屋川巿日新町 2-1 干 572-8540 


I ONKYO I 

I homepage! 

http://www.onkyo.co.jp/ 
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アフターサービスの お問い合わせ先： 

お買い上げの販売店もし <1ま、「オンキヨーご相談窓 □ • 修理窓□のご案刚に記載の最寄りのサービスステーションへお申し出 < r ごさい。 
♦東京ヴービスセンター巧 03(3861)8121 ♦大阪ヴービスセンター巧0目 （6 已7目)7目20 
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